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　皆様こんにちは。今年度、ガバナーを拝命致しました
大和田園ロータリークラブの佐々木辰郎で御座います。
平塚クラブには以前訪問させて頂いたことが有ります。
私の立場としましては、伝えないといけないことが有り

43(43) 1 44 74.13

ます。お付き合いください。本日はどうぞ宜しくお願い
致します。

　RI会長スティファニー・アーチック会長の方針の話を
する前に少し私の自己紹介をさせて頂きます。私は1990年
の3月9日に大和田園RCに入会致しました。実は、私は
先輩のパスト会長さんに美味しい昼飯をおごってやるか
ら銀行の２Ｆに来いと言われノコノコ行ったのが事の初
めで御座いまして、もともとロータリークラブは話では
聞いていましたが、知っている方がいない状況で御座い
ました。

　私が所属する大和田園(やまとでんえん)の謂れとは、
広々と広がる田園風景から名付けられたわけではありま
せん。大和RC、大和中RCと来て、どうしよう？と考え
た当時の特別代表が、中央林間に田園都市線が来ること
を思い出し、大和田園RCと名付けたとの事です。
そのおかげで、私は他のクラブでのメーキャップでどれ
だけ、『おおわだえんRC』の佐々木さんと言われた事
か…

　私は2010-11後藤Ｇ年度に第6グループのガバナー補佐
をさせて頂き、その後地区委員、副委員長や委員長を経
験させて頂き今日に至りました。地区では、米山委員会
、研修委員会、ポリオ撲滅委員会、公共イメージ委員会
等を務めさせて頂きました、色々な変遷があって、今回
ガバナーという事になりました。

　さて、本題ですが2024-25年度RI会長のスティファニ

「ガバナー公式訪問」

第2780地区
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2024-25 年度 ガバナー 佐々木辰郎

ー・アーチックは２人目の女性RI会長として、大きな思
いを持って就任されました。そして2024-25年度RIテーマ
として国際協議会でマッジック棒を持ち、「THE　Magic
　of　Rotary」を示されたことは皆さますでにご存じの
事と思います。ステファニーRI会長はアメリカのペンシ
ルベニア州　出身で、マクマリーロータリークラブに所
属する方で、我々ガバナーに今年度の重要な指針として
平和を優先する事、ポリオの根絶、（パキスタン・アフ
ガニスタン）継続と変化、そしてDEIの重要性について
話されました。特に３つ目の継続と変化ついてはRI会長
が力説された項目です。変化については、多くの方が話
されますが、継続をしつつも変化をさせる事を考えて実
行して欲しいと、そして変化とは継続の延長上にあると
考えて欲しいと話されました。また同様に重要指針とし
て組織の再編を話されました。今までの組織を再度見つ
め直し、再編を考えてほしいと話されました。ある意味
、これも変化と継続の延長上の範囲かもしれませんが「
ロータリーのマジック」とは、ロータリーの真の力を示
すことであり、その意味は多くの人々を救うロータリー
の力を認識して更に、これらを広げようという事との事
を話されました。そして地区のテーマにについて、『今
年度テーマ（THE　MAJIC　Of　ROTARY）に対し、より
具体的に地区テーマを示してください』と話されました。
それを受け私は「ロータリーのマジックを行動で示そう
！」というテーマを掲げました。

　マジックとは、多くの人々を救うロータリーの力を認
識して、これらを更に広げようというだと先ほど話しま
したが、更にクラブでの体験が魅力的であるようにする
ことだと考えます。行動なくして、感動なしと考えます
。皆さんがロータリーで行う、あらゆる活動が、また我
々が熱意を持って支援するプロジェクトの遂行が必ずや
ロータリーマジックに繋がると信じております。
そして、マジックで会員増強やクラブの活性化が実現で
きる訳では無いことはお分かりだと思います。我々会員
が行動を起し、プロジェクトを実践してこそ,マジック
が起こると考えます。　

　今年度地区の活動指針としてＲＩ会長アーチックのテ
ーマ「The Magic of Rotary」の実践を行いましょう。我
々は魔法を使えるわけではありません、呪文を唱えるだ
けで会員の増強やポリオの根絶が出来るわけではありま
せん。共に行動致しましょう。
特にクラブ活性化の為、　

　・現会員のスキルの再認識を行いましょう。
　・新会員の入会活動を積極的に行いましょう。
　・新クラブの結成と育成を積極的に行いましょう

　我々会員個々が行動を起こし、プロジェクトを行い、
募金や寄付を行うことにより、そこに「マジック」が起
こると信じます。ともに行動しましょう！！

＊数値目標として
　1.  会員増強として1クラブ純増２名目標と致します。
　2.  寄付目標としてロータリー財団寄付
          一人当たり200ドル
　　 ポリオ推進一人当たり 40ドル

　　 各クラブ1名以上の恒久基金への寄付
　  （ベネファクター1,000ドル）を奨励
　　 米山記念奨学      20,000円以上/人（普通寄付+特別寄付）
                　　　　　　 5,000円以上/人 （普通寄付目標）
＊管理上の目標として
　1.  クラブと地区の更なる連携強化。
　2.  地区委員会の見直しとメンバーのスリム化。
　3.  ロータリーマジックの実施。
　4.  各クラブ1プロジェクトの実施の推進。
　5.  会員増強・維持の為、増強に効果のあったクラブ
　　 の実施内容を各クラブへの紹介と表彰。
　6.  ポリオ根絶のためのロータリーデｨの開催

を考えております。皆様のご理解をお願い致します。
 
　本年度地区の指針としてクラブと地区の連携について
お話を致します。
皆さんのご存じの様に地区のメンバーの適正数は、誰に
も分かりません。その数は以前、地区の会員数が3000人
以上いた当時と変わらない数です。現状は2200人である
のもかかわらず、同等の数がいる状況です。誰もが、今
の数は多すぎる事はわかります。誰かがその数を考えな
ければいけません。しかし、ただ減らせば良い訳でもあ
りません！　地区とクラブの連携強化を考え、今年度１
度適正と思われる数にしたいと思います。そして次年度
、次次年度で修正を行って頂ければ良いかと考えます。
その数の少なさは各クラブメンバーとの連携にてカバー
しようと考えております。
地区委員会に各クラブメンバーを招聘し、多くの会議を
持って密に行動する事によってその機能は可能と考えて
おります。更に、そこに信頼が出て、連携で出て、地区
メンバーを減少できるのではないか？と考えました。

　ロータリーディの開催については、今年は同じ日に、
各クラブ一斉の実践事業にする様にと考えています。ま
た平和フェローの研究内容について改めて紹介したいと

思っています。次に、ロータリーマジック賞を各クラブ
1プロジェクトの実施の中で、特に新鮮で効果のあった
プロジェクトからロータリーマジック賞を表彰し、皆さ
んに紹介をしたいと思います。

　続いて、今ロータリーは大きな変曲点を迎えているよ

うに思います。それは「３年間の目標と計画」3-years
　rolling　TargetsがRIから示されました事です。RIの従
来の指針は単年度毎の方針でありました。しかし、今年
度より継続の考え方を大きく取り入れようとしています。
この事は国際協議会で発表されませんでしたが、帰国後
RIから示されました！先ほども話を致しましたが、今ま
では単年度に向けた方針が主体でありましたが、単年度
での総括や反省の事がなされることが少なく、すぐに次
の年度に移行することを反省し、国際ロータリーの理事
会は、活動や目標の持続性を重要な課題と位置付け、
2024-25年度をトライアル期間の初年度とし、地区やク
ラブに対し理解と協力を要請しています。これはクラブ
の発展と活性化のために行うものだと考えております。

　私たちが時代の変化とともに具体的に変化していくた
めに、RIの提唱するこの方法を「新たな挑戦のチャンス
」と捉え実践してみましょう。単年度より継続へ大きな
転換です、それは時代に即した転換であると考えます。
　
　現状でRIの方針を１年間で結果を求めるには余りにも
短時間であると思います。今年度はこの様に変化の１年
間です、自主的に行動し充実した１年と致しましょう。
ご協力を重ねてお願い申し上げます。

　まず初めとしてこの計画を各クラブにご理解頂く事を
お願いしたいと思います。そして次年度の協力を得て、
計画内容の実践と入力を行う、３年度に向けては、まず
は理解から始めたいと思います。今年度はこの様に変化
の１年間です、自主的に行動し充実した１年と致しまし
ょう。ご協力を重ねてお願い申し上げます。ご清聴あり
がとうございました。



　皆様こんにちは。今年度、ガバナーを拝命致しました
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ー・アーチックは２人目の女性RI会長として、大きな思
いを持って就任されました。そして2024-25年度RIテーマ
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て組織の再編を話されました。今までの組織を再度見つ
め直し、再編を考えてほしいと話されました。ある意味
、これも変化と継続の延長上の範囲かもしれませんが「
ロータリーのマジック」とは、ロータリーの真の力を示
すことであり、その意味は多くの人々を救うロータリー
の力を認識して更に、これらを広げようという事との事
を話されました。そして地区のテーマにについて、『今
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ことだと考えます。行動なくして、感動なしと考えます
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が起こると考えます。　
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ーマ「The Magic of Rotary」の実践を行いましょう。我
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　2.  寄付目標としてロータリー財団寄付
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　  （ベネファクター1,000ドル）を奨励
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　6.  ポリオ根絶のためのロータリーデｨの開催
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地区委員会に各クラブメンバーを招聘し、多くの会議を
持って密に行動する事によってその機能は可能と考えて
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思っています。次に、ロータリーマジック賞を各クラブ
1プロジェクトの実施の中で、特に新鮮で効果のあった
プロジェクトからロータリーマジック賞を表彰し、皆さ
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では単年度に向けた方針が主体でありましたが、単年度
での総括や反省の事がなされることが少なく、すぐに次
の年度に移行することを反省し、国際ロータリーの理事
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ご協力を重ねてお願い申し上げます。
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お願いしたいと思います。そして次年度の協力を得て、
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の１年間です、自主的に行動し充実した１年と致しまし
ょう。ご協力を重ねてお願い申し上げます。ご清聴あり
がとうございました。



　皆様こんにちは。今年度、ガバナーを拝命致しました
大和田園ロータリークラブの佐々木辰郎で御座います。
平塚クラブには以前訪問させて頂いたことが有ります。
私の立場としましては、伝えないといけないことが有り

ます。お付き合いください。本日はどうぞ宜しくお願い
致します。

　RI会長スティファニー・アーチック会長の方針の話を
する前に少し私の自己紹介をさせて頂きます。私は1990年
の3月9日に大和田園RCに入会致しました。実は、私は
先輩のパスト会長さんに美味しい昼飯をおごってやるか
ら銀行の２Ｆに来いと言われノコノコ行ったのが事の初
めで御座いまして、もともとロータリークラブは話では
聞いていましたが、知っている方がいない状況で御座い
ました。

　私が所属する大和田園(やまとでんえん)の謂れとは、
広々と広がる田園風景から名付けられたわけではありま
せん。大和RC、大和中RCと来て、どうしよう？と考え
た当時の特別代表が、中央林間に田園都市線が来ること
を思い出し、大和田園RCと名付けたとの事です。
そのおかげで、私は他のクラブでのメーキャップでどれ
だけ、『おおわだえんRC』の佐々木さんと言われた事
か…

　私は2010-11後藤Ｇ年度に第6グループのガバナー補佐
をさせて頂き、その後地区委員、副委員長や委員長を経
験させて頂き今日に至りました。地区では、米山委員会
、研修委員会、ポリオ撲滅委員会、公共イメージ委員会
等を務めさせて頂きました、色々な変遷があって、今回
ガバナーという事になりました。

　さて、本題ですが2024-25年度RI会長のスティファニ

ー・アーチックは２人目の女性RI会長として、大きな思
いを持って就任されました。そして2024-25年度RIテーマ
として国際協議会でマッジック棒を持ち、「THE　Magic
　of　Rotary」を示されたことは皆さますでにご存じの
事と思います。ステファニーRI会長はアメリカのペンシ
ルベニア州　出身で、マクマリーロータリークラブに所
属する方で、我々ガバナーに今年度の重要な指針として
平和を優先する事、ポリオの根絶、（パキスタン・アフ
ガニスタン）継続と変化、そしてDEIの重要性について
話されました。特に３つ目の継続と変化ついてはRI会長
が力説された項目です。変化については、多くの方が話
されますが、継続をしつつも変化をさせる事を考えて実
行して欲しいと、そして変化とは継続の延長上にあると
考えて欲しいと話されました。また同様に重要指針とし
て組織の再編を話されました。今までの組織を再度見つ
め直し、再編を考えてほしいと話されました。ある意味
、これも変化と継続の延長上の範囲かもしれませんが「
ロータリーのマジック」とは、ロータリーの真の力を示
すことであり、その意味は多くの人々を救うロータリー
の力を認識して更に、これらを広げようという事との事
を話されました。そして地区のテーマにについて、『今
年度テーマ（THE　MAJIC　Of　ROTARY）に対し、より
具体的に地区テーマを示してください』と話されました。
それを受け私は「ロータリーのマジックを行動で示そう
！」というテーマを掲げました。

　マジックとは、多くの人々を救うロータリーの力を認
識して、これらを更に広げようというだと先ほど話しま
したが、更にクラブでの体験が魅力的であるようにする
ことだと考えます。行動なくして、感動なしと考えます
。皆さんがロータリーで行う、あらゆる活動が、また我
々が熱意を持って支援するプロジェクトの遂行が必ずや
ロータリーマジックに繋がると信じております。
そして、マジックで会員増強やクラブの活性化が実現で
きる訳では無いことはお分かりだと思います。我々会員
が行動を起し、プロジェクトを実践してこそ,マジック
が起こると考えます。　

　今年度地区の活動指針としてＲＩ会長アーチックのテ
ーマ「The Magic of Rotary」の実践を行いましょう。我
々は魔法を使えるわけではありません、呪文を唱えるだ
けで会員の増強やポリオの根絶が出来るわけではありま
せん。共に行動致しましょう。
特にクラブ活性化の為、　

　・現会員のスキルの再認識を行いましょう。
　・新会員の入会活動を積極的に行いましょう。
　・新クラブの結成と育成を積極的に行いましょう

　我々会員個々が行動を起こし、プロジェクトを行い、
募金や寄付を行うことにより、そこに「マジック」が起
こると信じます。ともに行動しましょう！！

＊数値目標として
　1.  会員増強として1クラブ純増２名目標と致します。
　2.  寄付目標としてロータリー財団寄付
          一人当たり200ドル
　　 ポリオ推進一人当たり 40ドル

　　 各クラブ1名以上の恒久基金への寄付
　  （ベネファクター1,000ドル）を奨励
　　 米山記念奨学      20,000円以上/人（普通寄付+特別寄付）
                　　　　　　 5,000円以上/人 （普通寄付目標）
＊管理上の目標として
　1.  クラブと地区の更なる連携強化。
　2.  地区委員会の見直しとメンバーのスリム化。
　3.  ロータリーマジックの実施。
　4.  各クラブ1プロジェクトの実施の推進。
　5.  会員増強・維持の為、増強に効果のあったクラブ
　　 の実施内容を各クラブへの紹介と表彰。
　6.  ポリオ根絶のためのロータリーデｨの開催

を考えております。皆様のご理解をお願い致します。
 
　本年度地区の指針としてクラブと地区の連携について
お話を致します。
皆さんのご存じの様に地区のメンバーの適正数は、誰に
も分かりません。その数は以前、地区の会員数が3000人
以上いた当時と変わらない数です。現状は2200人である
のもかかわらず、同等の数がいる状況です。誰もが、今
の数は多すぎる事はわかります。誰かがその数を考えな
ければいけません。しかし、ただ減らせば良い訳でもあ
りません！　地区とクラブの連携強化を考え、今年度１
度適正と思われる数にしたいと思います。そして次年度
、次次年度で修正を行って頂ければ良いかと考えます。
その数の少なさは各クラブメンバーとの連携にてカバー
しようと考えております。
地区委員会に各クラブメンバーを招聘し、多くの会議を
持って密に行動する事によってその機能は可能と考えて
おります。更に、そこに信頼が出て、連携で出て、地区
メンバーを減少できるのではないか？と考えました。

　ロータリーディの開催については、今年は同じ日に、
各クラブ一斉の実践事業にする様にと考えています。ま
た平和フェローの研究内容について改めて紹介したいと
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　三富 AGの司会進行のもと、例会前例会後にそれぞれ
1時間ほど佐々木ガバナーとの懇談会を開催致しました。

【第一部】
理事・役員・地区出向者との懇談会（14 名が参加）

　まず、ガバナーからご挨拶の際に、平塚 RC の活動計

佐々木辰郎ガバナーとの懇談会報告

思っています。次に、ロータリーマジック賞を各クラブ
1プロジェクトの実施の中で、特に新鮮で効果のあった
プロジェクトからロータリーマジック賞を表彰し、皆さ
んに紹介をしたいと思います。

　続いて、今ロータリーは大きな変曲点を迎えているよ

うに思います。それは「３年間の目標と計画」3-years
　rolling　TargetsがRIから示されました事です。RIの従
来の指針は単年度毎の方針でありました。しかし、今年
度より継続の考え方を大きく取り入れようとしています。
この事は国際協議会で発表されませんでしたが、帰国後
RIから示されました！先ほども話を致しましたが、今ま
では単年度に向けた方針が主体でありましたが、単年度
での総括や反省の事がなされることが少なく、すぐに次
の年度に移行することを反省し、国際ロータリーの理事
会は、活動や目標の持続性を重要な課題と位置付け、
2024-25年度をトライアル期間の初年度とし、地区やク
ラブに対し理解と協力を要請しています。これはクラブ
の発展と活性化のために行うものだと考えております。

　私たちが時代の変化とともに具体的に変化していくた
めに、RIの提唱するこの方法を「新たな挑戦のチャンス
」と捉え実践してみましょう。単年度より継続へ大きな
転換です、それは時代に即した転換であると考えます。
　
　現状でRIの方針を１年間で結果を求めるには余りにも
短時間であると思います。今年度はこの様に変化の１年
間です、自主的に行動し充実した１年と致しましょう。
ご協力を重ねてお願い申し上げます。

　まず初めとしてこの計画を各クラブにご理解頂く事を
お願いしたいと思います。そして次年度の協力を得て、
計画内容の実践と入力を行う、３年度に向けては、まず
は理解から始めたいと思います。今年度はこの様に変化
の１年間です、自主的に行動し充実した１年と致しまし
ょう。ご協力を重ねてお願い申し上げます。ご清聴あり
がとうございました。

画書が素晴らしい！各委員会がテーマを掲げている事が
他のクラブには無い事で感服しましたとのお言葉を頂き
ました。懇談会では、各理事役員・出向者から、課題も
含め活動方針と計画を説明した後、ガバナーからそれぞ
れ気になられた事業活動に対し、ご質問とご意見を頂き
ました。

・平塚ロータリー基金について、非常に興味を持たれ、
原資や選考・表彰対象など時間をかけご質問頂き、他ク
ラブではやっていない事で、地区へ広げたいと仰って頂
けました。
・奉仕活動については、是非、月信やショーケースにUP
して欲しいと依頼が有りました。

　また、長く継続されている事業は、将来にむけNPOを
立ち上げることも考えられるとのご意見を頂きました。
※独自の事業、資金活用、地域活動をされていること、
全てにおいて平塚RCは素晴らしい感服させられました。
今後とも継続と、また同時に課題の抽出も忘れずにして
頂きたいとの事でした。
　
　続いて、出席者からの疑問点などに大変丁寧にお答え
頂きました。

・危機管理に対しては、今、我々が活動していく上で、
避けては通れない事、しかし、その部分が手薄だった。
問題が出た時では遅く、訴えられたら当然対応せざる負
えない事となっている。地区へも誓約書について色々と
ご意見を頂いているが、現状がどうのこうのではなく、
対処しなくてはならない時代、対処するために考えて欲
しい。誓約書は、ロータリアンは最低限必要、ロータリ
アン以外のボランティアなどの方には基本的には必ず説
明は頂いて、全部は無理でも、協力して欲しいとの事で
した。
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【第二部】 
新会員を中心に全会員との懇談会 (28 名が参加 )

　ガバナーより、『卓話で未だ話したかったが、私の思い
は未だ先にあります。気軽に何でも言って下さい』との
挨拶を受け、三富 AGが次々と指名して新会員、続いて
委員長に思い思いの質問をして貰い、ガバナーからアド

バイスや回答を頂くかたちでの進行となりました。最初
は緊張の面持ちの新会員さん達でしたが、ガバナーの回
答も素早く、多岐に渡り、笑い声も多く、楽しい懇談会
となりました。

・新会員からは、特に企業出向者としての質問が多く、
ガバナーからは、企業から ( 限られた時間・一定期間の
中 ) であっても、基本はとにかく参加し、自らが積極的
に話し、行動することで変化と成長に繋がる。自分を高
める為に出来ることをやって欲しい。現在は法人クラブ、
Eクラブなど色々なクラブが出来ていていること、また
新しいクラブを作る事も出来るとご紹介も頂きました。
『今度お会いする時は、あなたがガバナーかもしれませ
んよ！』と言われ、皆さん大笑い。現実になったらクラ
ブ上げてお祝いですね。
・国際大会について、ご自身の経験談を交え、多くの分
科会・同好会・奉仕活動ブース、バナー交換所など様々
な情報をご紹介いただきました。
・各委員長さんからの質問や提案にも、とても丁寧にお
答えとアドバイスを頂きました。
・ロータリー歴の一番長い成瀬会員から、ガバナー公式
訪問の内容が変化していることに触れ、長くいるだけで
色々な経験が出来るので楽しみであるとの感想がありま
した。

　第一部・第二部ともに、多くの会員が質問する機会を
頂き、とても有意義な時間を過ごすことが出来たと思い
ます。ご参加頂いた皆様に心より感謝申し上げます。

幹事　関口幸恵
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幹事報告

◎奨学生によるチャリティーコンサートについて
　昨日メールでお知らせいたしましたが、2024-25年度
　国際ロータリー第2780地区財団委員会奨学生の藤原
　和奏(ふじわら　わかな)さんのチャリティーコンサー
　トが8月4日(日)に茅ヶ崎市文化会館小ホールで14時よ
　り開催されます。ご興味のある方は当日直接会場まで
　行っていただき、チケットを購入して頂きます。
　是非多くのご参加をお願いいたします。

◎ロータリー全国囲碁大会について
　RI公認の「第22回ロータリー全国囲碁大会」のご案内
　です。10/26(土)に東京・市ヶ谷の日本棋院（きいん）
　本院で開催されます。碁盤を通じて国際交流と親睦を
　図る会です。この大会は国際奉仕活動として、メーク
　アップの対象となります。詳細もつきましては、メー
　ル配信させて頂きますので、ご確認のうえ、参加ご希
　望の方は、事務局までご連絡ください。

◎8月理事・役員会について
　8月の理事・役員会は来週8月8日(木)の例会後に開催
　いたします。関係者の方はご出席の程お願いいたしま
　す。また、資料等の提出が有る方は、お早めにデータ

【第二部】 
新会員を中心に全会員との懇談会 (28 名が参加 )

　ガバナーより、『卓話で未だ話したかったが、私の思い
は未だ先にあります。気軽に何でも言って下さい』との
挨拶を受け、三富 AGが次々と指名して新会員、続いて
委員長に思い思いの質問をして貰い、ガバナーからアド

バイスや回答を頂くかたちでの進行となりました。最初
は緊張の面持ちの新会員さん達でしたが、ガバナーの回
答も素早く、多岐に渡り、笑い声も多く、楽しい懇談会
となりました。

・新会員からは、特に企業出向者としての質問が多く、
ガバナーからは、企業から ( 限られた時間・一定期間の
中 ) であっても、基本はとにかく参加し、自らが積極的
に話し、行動することで変化と成長に繋がる。自分を高
める為に出来ることをやって欲しい。現在は法人クラブ、
Eクラブなど色々なクラブが出来ていていること、また
新しいクラブを作る事も出来るとご紹介も頂きました。
『今度お会いする時は、あなたがガバナーかもしれませ
んよ！』と言われ、皆さん大笑い。現実になったらクラ
ブ上げてお祝いですね。
・国際大会について、ご自身の経験談を交え、多くの分
科会・同好会・奉仕活動ブース、バナー交換所など様々
な情報をご紹介いただきました。
・各委員長さんからの質問や提案にも、とても丁寧にお
答えとアドバイスを頂きました。
・ロータリー歴の一番長い成瀬会員から、ガバナー公式
訪問の内容が変化していることに触れ、長くいるだけで
色々な経験が出来るので楽しみであるとの感想がありま
した。

　第一部・第二部ともに、多くの会員が質問する機会を
頂き、とても有意義な時間を過ごすことが出来たと思い
ます。ご参加頂いた皆様に心より感謝申し上げます。

幹事　関口幸恵

　での提出をお願い致します。

◎ガバナーとの記念撮影＆懇談会について
　本日、例会終了後に佐々木ガバナーとの記念撮影を行
　います。そして、そのあと、ガバナーとの懇談会を
　「なでしこの間」にて開催いたします。
　ご参加頂ける方は、すみやかなご移動をお願いいたし
　ます。
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卓話・行事予定

第8グループ例会変更

メークアップ（MUP) 1名

ゲスト 3名

ビジター 1名

8月08日(木)
8月15日(木)
8月22日(木)
8月29日(木)

今週のお祝い

誕生日祝い・・・今井雅之会員
結婚祝い    ・・・無し

平塚市聾学校　校長　杉﨑郁夫様
休会
花火大会 (8/23) に移動例会
休会

本日のスマイル 28名

現在ございません

委員会報告

〇雑誌委員会　葛西敬委員長
　ロータリーの友　8月号のご紹介
　RI 会長メッセージ、シンガポール国際大会について

〇親睦委員会　松本崇委員長
　今年度最初の大きなイベント、花火大会の再度ご案内
　です。本日が締め切りとなっております。
　当日のお弁当の用意もありますので、必ず欠席の方も
　回答いただければと思います。

◎奨学生によるチャリティーコンサートについて
　昨日メールでお知らせいたしましたが、2024-25年度
　国際ロータリー第2780地区財団委員会奨学生の藤原
　和奏(ふじわら　わかな)さんのチャリティーコンサー
　トが8月4日(日)に茅ヶ崎市文化会館小ホールで14時よ
　り開催されます。ご興味のある方は当日直接会場まで
　行っていただき、チケットを購入して頂きます。
　是非多くのご参加をお願いいたします。

◎ロータリー全国囲碁大会について
　RI公認の「第22回ロータリー全国囲碁大会」のご案内
　です。10/26(土)に東京・市ヶ谷の日本棋院（きいん）
　本院で開催されます。碁盤を通じて国際交流と親睦を
　図る会です。この大会は国際奉仕活動として、メーク
　アップの対象となります。詳細もつきましては、メー
　ル配信させて頂きますので、ご確認のうえ、参加ご希
　望の方は、事務局までご連絡ください。

◎8月理事・役員会について
　8月の理事・役員会は来週8月8日(木)の例会後に開催
　いたします。関係者の方はご出席の程お願いいたしま
　す。また、資料等の提出が有る方は、お早めにデータ
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　での提出をお願い致します。

◎ガバナーとの記念撮影＆懇談会について
　本日、例会終了後に佐々木ガバナーとの記念撮影を行
　います。そして、そのあと、ガバナーとの懇談会を
　「なでしこの間」にて開催いたします。
　ご参加頂ける方は、すみやかなご移動をお願いいたし
　ます。


